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1997 ～ 2008 年の間に出版された叢書の書名は、南開大学日本研究院が刊
行した特集『専集 近十年来中国的日本研究（1997–2008）』（『南開日本研究』、
2010 年）の中に列挙されている。それを手がかりとして、この 10 年間のデー
タを集めた。
2008 年以降に出版された叢書については、わたしの個人蔵書や個人見聞の
ほかに、林昶「2010 年中国的日本社会文化研究概況」（『日本学刊』第 6 期
［2011 年］）、  王宝平「2012 年中国的日本文化研究」（『日語学習与研究』第 6































































































































10 年間で 100 種類翻訳するという野心的な計画で進められている。書物
の選択は、高原明生（東京大学）を委員長とする選書委員会が担当し、メ


























しての性格を持っている。2011 年には、Peter. J. Arnesen 著、王金旋訳『中















の増加ぶりである。1980 年代には 3 種しかなかったのが、1990 年代には 10
種に増え、2000 年以降はさらに 21 種増えた。加速度がついたような増え方で、
新しい日本研究叢書が次々に現れている。
増加のスピードが速くなる現象は、特に 2004 年以降、顕著になる。2003 年
以前の叢書は、だいたい年に 1 種、たまに年に 2 種というように緩やかな増え
方であった。ところが、近年になると年に 3 種（2004 年）、5 種（2007 年）な
いしは 6 種（2010 年）にまでおよぶ年もあり、その増加ぶりは飛躍的と言わざ
るを得ない。
二つ目の変化は、叢書の大型化にある。一つの叢書に収録された著作数を見
ると、1990 年代の叢書はだいたい 10 種前後であった。商務印書館の「日本叢
書」（1992 年）は最大規模を誇ったものだが、それでも 20 種の著作しか収録し
ていない。それに比べて、同じ商務印書館はいまや、「日本学術文庫」（2006 年）
において 150 種の収録を計画しており、笹川日中友好基金が賛助する「閲読日
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